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「日本女子大学教育学科の会」記録

作成：『人間研究』60 号編集委員会

この記録は、前身も含めて約 70 年の歴史をもつ「日本女子大学教育学科の会」が 2024 年 3 月に閉会するこ
とに伴い、これまでの活動の内容を記録したものである。

１．「日本女子大学教育学科の会」の沿革

年 主な出来事
1950 年 文学部に教育学科創設。
1953 年 教育学科の教員の呼びかけにより「心理・教育談話会」発足。
1958 年 会報誌「めばえ」発行。
1962 年 「日本女子大学教育学科縦の会」発足。年 1回総会、講演会（懇話会へと発展）。
1964 年 「日本女子大学教育学会」に名称変更。学会誌『人間研究』創刊
1982 年 会報誌「かいほう」創刊。
1984 年 会報誌「かいほう」を「会報」に名称変更。
1985 年 会報誌「会報」7号より「葦」に名称変更。４月と 11 月の年２回発行。
1990 年 名称を「日本女子大学心理・教育学会」に変更。西生田キャンパスへ移転。
1995 年 「日本女子大学教育学科の会」に名称変更。
2013 年 「日本女子大学教育学科の会」のホームページ開設。
2016 年 個人情報保護法に則り情報データベースを外部に委託。
2020 年 活動（理事会、懇話会、学縁の集い）を Zoomによるオンライン化。

2021 年 大学 120 周年事業により、人間社会学部の目白キャンパス移転に伴い「教育学科の会」も目
白キャンパスへ移転。

2022 年 業務改革に着手。情報発信・学生支援にも取り組む。

2023 年
前年より継続して、業務改革・情報発信・学生支援に取り組む。
学生の入会・会費納入・本会員移行の任意性が学科会議で明確化。
卒業生理事の解散提案（※）に基づき、臨時総会開催。賛成多数で解散が決定。

2024 年 「日本女子大学教育学科の会」閉会。

※　資料 1として掲載。
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２．�「日本女子大学教育学科の会」の活動記録

（１）講演・懇話会の記録

日時 講演や懇話会のタイトル 講演や懇話会の話者 場所

1982 年 5 月 22 日（土） 第 21 回総会・講演 
「チンパンジーの知能」 教育学科教授　岡野恒也 図書館 5階会議室

1982 年 12 月 11 日（土） 懇話会・パネルディスカッション 
「現代の教育問題を考える」

日本女子大学女子教育研究所　山本和
代 
東村山市社会福祉協議会幼児相談室室
長　岡野美年子 
横浜市立末吉小学校教諭　内田久美子 
上野かず子

八十年館 841 番教室

1983 年 5 月 21 日（土） 第 22 回総会・講演 
「最近の青少年について考えること」 教育学科教授　牧野暢男 図書館 5階会議室

1983 年 11 月 12 日（土） 懇話会 
「女性の生き方としごと」

史学科教授　中嶋邦 
青木淑子 
玉城敬子

桜楓会館

1984 年 5 月 19 日（土） 第 23 回総会・講演 
「過密社会へ向かって」 教育学科専任講師　本間道子 図書館 5階会議室

1984 年 11 月 17 日（土） 第 3回懇話会 
「変容する家族関係」 上智大学教授　目黒依子 八十年館 842 番教室

1985 年 5 月 25 日（土） 第 24 回大会・講演 
「21世紀に向かっての世界教育の課題」梨花女子大学教授　朴俊熙 八十年館 851 番教室

1985 年 11 月 30 日（土）

第 4回懇話会 
「日々新しく生き、天与の花を各々に
咲かせましょう～現場からの一つの提
言～」

教育学科元教授　柘植明子 桜楓会館

1986 年 5 月 24 日（土）

第 25 回大会・講演 
「ベルギーの幼稚園教育について」 
「コンピューターと今後の社会」 
「中学生の諸問題」

 
土居江里子 
寺本万里子 
鹿児島静江

図書館 5階会議室

1986 年 11 月 29 日（土）

第 5回懇話会 
「子供のしつけの国際比較」 

 
 
 
「これからの教育に思うこと」

古賀淳子 
岩瀬恭子 
谷清子 
成田明子 
土居江里子 
教育学科教授　村山貞雄

桜楓会館

1987 年 5 月 23 日（土）
第 26 回大会・講演 
「新しい角度からみる幼児の生活と性
格形成」

日本女子大学名誉教授　児玉省 泉山館第三会議室

1987 年 11 月 21 日（土） 第 6回懇話会 
「心理学史から」 中央大学教授　吉田正昭 泉山館第三会議室

1988 年 5 月 28 日（土） 第 27 回大会・講演 
「私の生きがい」

藤宮志津子 
内田朝子 
鈴木伸枝

八十年館 842 番教室

1988 年 11 月 19 日（土） 第 7回懇話会 
「カウンセリングの現場から」

野附晴子 
鴨野良子 泉山館第三会議室

1989 年 5 月 27 日（土）
第 28 回大会・講演 
「現代の家族を考える～子供の世界か
らのメッセージ～」

子ども調査研究所所長　高山英男 日本女子大学第三会議室

1989 年 11 月 18 日（土） 第 8回懇話会 
「ひとりだちを考える」

毎日新聞論説委員・「女のしんぶん」
編集長　増田れい子 桜楓会館

1990 年 5 月 26 日（土）

第 29 回大会・講演「今を生きる」 
「言語療法士として」 
「子育てをしながらの学問」 
「私が出会った人々」

 
根岸真理子 
土谷みち子 
中村倫子

日本女子大学第三会議室

1990 年 11 月 17 日（土） 第 9回懇話会 
「生涯学習と女性の課題」

女子教育研究所主任研究員　山本和代 
小橋安紀子 桜楓会館

1991 年 5 月 25 日（土） 第 30 回大会・講演 
「社会に出て見えてきたこと」

水本ひろみ 
迎いくこ 
小野智枝

泉山館第三会議室
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日時 講演や懇話会のタイトル 講演や懇話会の話者 場所

1991 年 11 月 16 日（土） 第 10 回懇話会 
「高齢化社会を生きぬくために」 人間社会学部長　一番ヶ瀬康子 日本女子大学第三会議室

1992 年 5 月 30 日（土） 第 31 回大会・講演 
「社会に出て見えてきたことⅡ」

片岡瑞穂 
武藤亜希子 
田島佳代子

泉山館第三会議室

1992 年 11 月 21 日（土） 第 11 回懇話会 
「私の人生航路」 教育学科元教授　柘植明子 桜楓会館

1993 年 5 月 29 日（土） 第 32 回大会・講演 
「社会に出て見えてきたことⅢ」

山本洋子 
山崎礼子 
篠田明美

西生田キャンパス第一会
議室

1993 年 11 月 20 日（土） 第 12 回懇話会 
「女性の自己実現」 日本女子大学非常勤講師　森裕子 桜楓会館

1994 年 5 月 28 日（土） 第 33 回大会・座談会 
「社会に出て見えてきたことⅣ」

飯田早記 
岡田玲子 
小田中やよい 
佐藤芳江 
堰合瑞穂 
成田友紀子 
船山聖 
松田文子 
白土准子

西生田キャンパス第一会
議室

1994 年 11 月 19 日（土）
第 13 回懇話会 
「絵を描きながら、自分を解放してみ
ませんか～自己解放と芸術療法～」

東京ゲシュタルト研究所講師　小野京
子 桜楓会館

1995 年 6 月 3 日（土） 第 34 回大会 
「今後の心理・教育学会について」

西生田キャンパス第一会
議室

1995 年 11 月 25 日（土）
第 14 回懇話会 
「親と子に心のかけ橋がかかっていま
すか～子育て、自分育て～」

中井喜美子 西生田キャンパス人間社
会学部 B棟 15 番教室

1996 年 5 月 18 日（土） 第 35 回大会・講演 
「日米の女子大学」 教育学科教授　牧野暢男 西生田キャンパス第一会

議室

1996 年 11 月 30 日（土）

第 15 回懇話会 
「バリアフリーのすまいづくり、まち
づくり～人間主体の豊かな環境をめざ
して～」

都立医療技術短期大学助教授　野村み
どり 西生田生涯学習センター

1997 年 5 月 24 日（土） 第 36 回大会・「＜学縁＞の集い」 西生田キャンパス第一会
議室

1997 年 11 月 8 日（土）
第 16 回懇話会 
「チャレンジはおもしろい～人生 80 年
時代～」

元読売新聞婦人部長・元神奈川県立か
ながわ女性センター館長　金森トシエ

西生田キャンパス第一会
議室

1998 年 5 月 30 日（土） 第 37 回大会・「続＜学縁＞の集い」

有馬和子 
安藤裕子 
宮崎啓子 
重冨智子 
武藤亜希 
松尾志保 
小國万里子 
菊地弘美

西生田キャンパス第一会
議室

1998 年 12 月 5 日（土） 第 17 回懇話会 
「現代型非行と家族」 東京家庭裁判所主任調査官　村松励 西生田キャンパス第一会

議室

1999 年 5 月 29 日（土） 第 38 回大会・「続々＜学縁＞の集い」

加藤良子 
宇都宮央子 
塩見有子 
中込知野 
中村奈保子

西生田キャンパス第一会
議室

1999 年 11 月 6 日（土）
第 18 回懇話会 
「子どものすこやかな成長を育む親子
関係のあり方」

科学警察研究所補導研究室長　内山絢
子

西生田キャンパス人間社
会学部第一会議室
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日時 講演や懇話会のタイトル 講演や懇話会の話者 場所

2000 年 5 月 27 日（土） 第 39 回大会・第 4回「学縁の集い」

萩野厚美 
槙谷厚子 
山口恵理子 
笹本文 
坂井真弓 
廣田亜希子

西生田キャンパス第一会
議室

2000 年 10 月 28 日（土）
第 19 回懇話会 
「安心して老いるための備えを～女性
の立場で考える～」

（財）日本女子社会教育会理事長　藤
原房子

西生田キャンパス人間社
会学部第一会議室

2001 年 6 月 2 日（土） 第 40 回大会・第 5回「学縁の集い」

荻野美香 
野村須美子 
井上陽子 
吉原早苗

西生田キャンパス第一会
議室

2001 年 12 月 15 日（土）
第 20 回懇話会 
「こころの危機を支える～ライフサイ
クルにおけるこころの課題～」

日本いのちの電話連盟常務理事　斎藤
友紀雄

目白キャンパス桜楓 2号
館会議室

2002 年 6 月 1 日（土） 第 41 回大会・第 6回「学縁の集い」

田村愛 
吉岡しのぶ 
高橋藤枝 
大連慶子 
水谷裕子

西生田キャンパス第一会
議室

2002 年 11 月 16 日（土）
第 21 回懇話会 
「今、あらためて家族を問う～家族療
法の視点から～」

心理学科教授　平木典子 目白キャンパス桜楓 2号
館 3階会議室

2003 年 6 月 7 日（土） 第 42 回大会・第 7回「学縁の集い」

田嶋明子 
鈴木博子 
松田彩 
佐藤陽子

西生田キャンパス第一会
議室

2003 年 11 月 8 日（土） 第 22 回懇話会 
「日本の夫婦～過去・現在・未来～」

東京女子大学名誉教授・文京学院大学
教授　柏木恵子

目白キャンパス桜楓 2号
館 3階会議室

2004 年 6 月 5 日（土） 第 43 回大会・第 8回「学縁の集い」

忠見和歌子 
笈川由里香 
新村優紀 
北島幸子 
安藤真理子

西生田キャンパス第一会
議室

2004 年 11 月 6 日（土）
第 23 回懇話会 
「親と子の心理学～長くて多様な親子
の関係～」

東京女子大学名誉教授・文京学院大学
教授　柏木恵子

目白キャンパス桜楓 2号
館 3階会議室

2005 年 6 月 4 日（土） 第 44 回大会・第 9回「学縁の集い」

笠井幹 
鈴木美香 
佐藤彩 
佐藤友美 
二本木智絵

西生田キャンパス第一会
議室

2005 年 10 月 22 日（土）

ホームカミングデイ（懇話会）・シン
ポジウム 
「子どもはどのように育っているか～
子育ての現状とあり方を考える～

コーディネーター 
教育学科教授　佐藤全 
シンポジスト 
教育学科教授　牧野暢男 
教育学科教授　森田伸子 
教育学科教授　渡邊恵子 
教育学科教授　井上信子

西生田キャンパス人間社
会学部第一会議室

2006 年 6 月 3 日（土） 第 45 回大会・第 10 回「学縁の集い」

末永麻絵 
鍛冶恭子 
五味加奈恵 
山本恭子 
島貫祥子

西生田キャンパス人間社
会学部第一会議室

2006 年 10 月 21 日（土）
ホームカミングデイ・公開講演会 
「音楽に寄り添う人生～多様な音楽活
動にみる音楽の学び～」

教育学科助教授　丸林実千代 
対談　教育学科教授　森田伸子

西生田キャンパス人間社
会学部 B棟 43 番教室

2006 年 10 月 21 日（土） 講演会 
「女性の生き方・女性支援を考える」 昭和女子大学副学長　坂東眞理子 西生田キャンパス 10 番教

室

2007 年 3 月 3 日（土） 講演会 
「潔く生きる」 橋田幸子 目白キャンパス百年館

206 号室
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日時 講演や懇話会のタイトル 講演や懇話会の話者 場所

2007 年 6 月 2 日（土） 第 46 回大会・第 11 回「学縁の集い」

尾崎ゆみ 
田島寛子 
榊登志子 
吉野さゆり 
戸矢崎瑞穂

西生田キャンパス人間社
会学部第一会議室

2007 年 10 月 20 日（土） ホームカミングデイ・懇話会 
「私の歩む道」

山本和代 
篠田明美 
山田ちづ子 
赤塚国子 
近藤尚子

西生田キャンパス人間社
会学部 A棟第一会議室

2008 年 2 月 9 日（土） 懇話会 
「死を通して生を考える」 小児科医・元児童学科教授　中村博志 桜楓会館

2008 年 5 月 24 日（土） 第 47 回大会・第 12 回「学縁の集い」

及川愛 
高橋恵理子 
村田奈歩美 
浅野目悦子 
大塚千成

西生田キャンパス人間社
会学部第一会議室

2008 年 10 月 18 日（土）

ホームカミングデイ・講演 
「教育学科のこれまでとこれから～人
間社会学部の教育と卒業後のキャリア
に関する調査結果をふまえて～」

教育学科長　岩木秀夫 西生田キャンパス人間社
会学部 A棟第一会議室

2009 年 2 月 14 日（土） 懇話会 
「平塚らいてうと教育」

NPO平塚らいてうの会会長・平塚ら
いてうの家館長　米田佐代子 桜楓二号館

2009 年 5 月 30 日（土） 第 48 回大会・第 13 回「学縁の集い」

田口喜久恵 
加藤かおり 
出町尚美 
鏑木景子 
伴美紗子

西生田キャンパス人間社
会学部第一会議室

2009 年 10 月 17 日（土） ホームカミングデイ・ミニ講演 
「生き方のヒケツ」

高遠寿賀子 
川井和子 
井出真理子 
竹内さち子 
野口知美

西生田キャンパス人間社
会学部 A棟第一会議室

2009 年 12 月 4 日（金）

懇話会 
「～今年度は現役大学生と合同授業！
教育学基礎演習に小澤先生を迎えて～
昔ばなしが語る子どもの成長」

元日本女子大学教授・小澤昔ばなし研
究所所長　小澤俊夫

西生田キャンパス人間社
会学部 D棟 14 番教室

2010 年 5 月 29 日（土） 第 49 回大会・第 14 回「学縁の集い」

佐藤瑞穂 
田村友希乃 
遠藤奈津子 
高橋夏美 
佐藤恵美

西生田キャンパス人間社
会学部第一会議室

2010 年 10 月 23 日（土） ホームカミングデイ・シンポジウム 
「変わる社会・変わる学校」

基調報告　 
教育学科教授・教職教育開発センター
所長　吉崎静夫 
問題提起 
教育学科教授　岩木秀夫 
教育学科教授　田中雅文 
教育学科准教授　村上祐介 
司会 
教育学科教授　森田伸子

西生田キャンパス人間社
会学部 A棟第一会議室

2010 年 12 月 11 日（土）

懇話会 
「教育の『日本的性格』を考える～「誇
り」「喜び」「存在感」「役立ち感」な
どへの配慮の弱さの背景にあるもの
～」

白梅学園大学学長・東京大学名誉教授　
汐見稔幸 桜楓二号館 305、306 号室

2011 年 5 月 28 日（土） 第 50 回大会・第 15 回「学縁の集い」

市原優子 
渡辺静佳 
小林真唯 
野村須美子

西生田キャンパス人間社
会学部 A棟第一会議室

2011 年 10 月 22 日（土） ホームカミングデイ・講演会 
「青少年の現在と学校」 教育学科准教授　藤田武志 西生田キャンパス人間社

会学部 A棟第一会議室
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日時 講演や懇話会のタイトル 講演や懇話会の話者 場所

2011 年 11 月 19 日（土）

懇話会 
「『青鞜』創刊百周年を記念して　平塚
らいてうと同時代の教育～大正期の自
由教育をらいてうの子育て、子どもの
口頭詩などから考える～」

NPO平塚らいてうの会会長・平塚ら
いてうの家館長　米田佐代子 桜楓二号館 305・306 教室

2012 年 5 月 26 日（土） 第 51 回大会・第 16 回「学縁の集い」

荏本加奈子 
山崎華子 
白井慶子 
齋藤彩乃

西生田キャンパス人間社
会学部 A棟第一会議室

2012 年 10 月 20 日（土）
ホームカミングデイ・講演会 
「いま、哲学を～生きること、希望す
ることを学ぶために～」

教育学科教授　森田伸子 西生田キャンパス成瀬講
堂南ホール

2012 年 12 月 1 日（土） 懇話会 
「タゴールと森の学校」 内山眞理子 目白キャンパス百年館

306・307 教室

2013 年 5 月 25 日（土） 第 52 回大会・第 17 回「学縁の集い」 濱本惠美子 
秋保惠子

西生田キャンパス人間社
会学部 A棟第一会議室

2013 年 10 月 19 日（土）
ホームカミングデイ・講演会 
「女性のリーダーを増やすには？～女
性リーダー像の再定義と新潮流～」

教育学科教授　岩木秀夫 
教育学科専任講師　山下絢

西生田キャンパス人間社
会学部 A棟第一会議室

2013 年 11 月 30 日（土）
懇話会 
「今、福島に生きて～朝日館女将が語
る、震災・津波・そして紙芝居～」

朝日館女将　村上美保子 目白キャンパス百年館
306・307 教室

2014 年 5 月 24 日（土） 第 53 回大会・第 18 回「学縁の集い」

高橋さゆみ 
渡邊波夏 
岩崎希望 
石橋詩織

西生田キャンパス人間社
会学部 A棟第一会議室

2014 年 10 月 18 日（土）

ホームカミングデイ・シンポジウム 
「人間社会学部と教育学科～二人の元
人間社会学部長が占う目白移転後の将
来～」

人間社会学部名誉教授　牧野暢男 
人間社会学部名誉教授　片桐芳雄

西生田キャンパス人間社
会学部 A棟第一会議室

2014 年 11 月 29 日（土）
懇話会 
「私の歩んできた道～元祖『金八先生』
が語る教育のこと、宮沢賢治のこと～」

三上満 目白キャンパス百年館
306・307 教室

2015 年 5 月 23 日（土） 第 54 回大会・第 19 回「学縁の集い」
萩原ひかる 
高山恵梨 
寺坂史織

西生田キャンパス人間社
会学部 A棟第一会議室

2015 年 10 月 17 日（土）

ホームカミングデイ・シンポジウム 
「授業を創る力をどう育てるか～学校
や地域と連携した特色ある教員養成の
ありかた～」

講演者 
目白大学教授　多田孝志 
玉川大学教授　寺本潔 
シンポジスト 
東京都江東区立明治小学校校長・日本
女子大学非常勤講師　入野貴美子 
川崎市立東菅小学校校長　葉倉朋子 
教育学科長　田部俊充 
教育学科特任教授・前東京都八王子市
立長池小学校校長　野田不二夫

西生田キャンパス成瀬講
堂南ホール

2015 年 11 月 28 日（土）
懇話会 
「成瀬仁蔵の歩んだ道～日本女子大学
誕生と、広岡浅子とのつながり～」

人間社会学部名誉教授　片桐芳雄 目白キャンパス百年館
306・307 教室

2016 年 5 月 28 日（土） 第 55 回大会・第 20 回「学縁の集い」
中島彩希 
氏岡唯可 
小島早織

西生田キャンパス人間社
会学部 A棟第一会議室

2016 年 10 月 15 日（土） ホームカミングデイ・講演会 
「唐澤富太郎と博物館」 唐澤博物館長　唐澤るり子 西生田キャンパス九十年

館 A棟第一会議室

2016 年 11 月 5 日（土）
懇話会 
「私学教育のパイオニア～「あさが来
た」と「八重の桜」の世界～」

元同志社大学神学部教授　本井康博 目白キャンパス百年館
306・307 教室

2017 年 5 月 27 日（土） 第 56 回大会・第 21 回「学縁の集い」 井村絵里子 
岡村鈴奈

西生田キャンパス人間社
会学部 A棟第一会議室

2017 年 10 月 22 日（日）
ホームカミングデイ・講演会 
「ドキドキ！つくってまなぼ！～久保
田雅人氏に聞く造形教育～」

久保田雅人 西生田キャンパス九十年
館 A棟第一会議室
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日時 講演や懇話会のタイトル 講演や懇話会の話者 場所

2017 年 12 月 2 日（土） 懇話会 
「私の歩いてきた道～ 85 年の人生～」 元千葉県知事　堂本暁子 目白キャンパス香雪館

205 教室

2018 年 5 月 26 日（土） 第 57 回大会・第 22 回「学縁の集い」 川井和子 
井上由梨

西生田キャンパス人間社
会学部 A棟第一会議室

2018 年 10 月 11 日（木）
ホームカミングデイ・講演会 
「必見！平成の伊能忠敬に聞く～遊び
の中の教育的意義～」

筑波大学名誉教授・作家　谷川彰英 西生田キャンパス九十年
館 B棟十五番教室

2018 年 10 月 20 日（土）
ホームカミングデイ・講演会 
「創造は想像以上だ！～出前授業とユ
ニバーサルデザインでつくる未来～」

株式会社バンダイ　岩村剛 西生田キャンパス九十年
館 A棟第一会議室

2018 年 12 月 22 日（土）

懇話会 
「障がい者が働くことについて～すべ
ての人が働きやすい社会にするために
～」

全日本特別支援教育連盟理事長・東京
学芸大学名誉教授　松矢勝宏

目白キャンパス百年館
102 教室

2019 年 5 月 25 日（土） 第 58 回大会・第 23 回「学縁の集い」
赤塚国子 
須藤かおり 
松澤里奈

西生田キャンパス人間社
会学部 A棟第一会議室

2019 年 10 月 19 日（土）
ホームカミングデイ・講演会 
「落語の世界をWatching～カナダ人落
語家から学ぶ日本文化の魅力～」

桂福龍 西生田キャンパス九十年
館 A棟第一会議室

2019 年 11 月 30 日（土） 懇話会 
「これからの救急のはなしをしよう」

湘南鎌倉総合病院救命救急センター長　
山上浩

目白キャンパス百年館
103 教室

2020 年 5 月 30 日（土） 第 59 回大会 ホームページに議題を掲
載

2020 年 12 月 5 日（土）

懇話会 
「コロナ禍での学校を考える～一斉休
校・学校再開と教育格差の関連を考え
る～」

教育学科教授　清水睦美 オンライン 

2021 年 5 月 29 日（土） 第 60 回大会 オンライン

2021 年 12 月 11 日（土）
懇話会 
「成瀬仁蔵の宗教観～キリスト教と帰
一思想をめぐって～」

日本女子大学名誉教授　片桐芳雄

オンライン 
創立 120 周年特別企画講
座として生涯学習セン
ターとの共催

2022 年 5 月 28 日（土） 第 61 回大会・「学縁の集い」 オンライン

2022 年 12 月 9 日（金） 懇話会 
「トラハニチャートの使い方」 中小企業診断士　大橋功 オンライン

2022 年 2 月 8 日（水） 4年生を送る会 
卒業記念講演会「夢を諦めない」

北京オリンピック日本代表　石黒由美
子

目白キャンパス香雪館
401 教室

2023 年 5 月 27 日（土） 第 62 回大会・「学縁の集い」
竹下真由
内堀柚希乃
清永奈穂

オンライン

2023 年 6 月 24 日（土）
第 1回WEBセミナー 
「「教育学科」での学びとライフプラン
を卒業生と語る交流会」

梅本千尋 
八手紘子 
平石茉利子

オンライン

2023 年 9 月 28 日（木） 第 2回WEBセミナー 
「生成 AIがもたらす教育への影響」 教育学科准教授　榎本聡 オンライン

2023 年 10 月 7 日（土） ホームカミングデー・臨時総会 解散審議（資料 1の解散提案書参照）
目白キャンパス 120 年館
12001 教室（臨時総会は
ハイブリッド形式で実施）

2023 年 12 月 3 日（日）

第 3回WEBセミナー 
「相手に届く言葉の出し方―発声法を
学び、表情筋を鍛え、最強のプレゼン
力を身につけよう」

NPO法人 Vocalise総合芸術振興協会理
事長　清水由香 オンライン

2024 年 2 月 8 日（木）
第 4回WEBセミナー 
「現在から未来へ―日本の教育をイン
クルーシブの観点で問い直す―」

教育学科教授　清水睦美 オンライン

（注）会報誌より作成したため、1982 年以降の情報を掲載した。講演者や登壇者のお名前は敬称略としている。
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（２）過去の講演・懇話会等の様子　　　　　

①　第 3回懇話会（1984 年）

③　第 29 回大会・講演（1990 年） ④　教育学科 43 周年記念パーティ（1993 年）

②　第 5回懇話会（1986 年）

⑤　第 37 回大会・「続＜学縁＞の集い」（1998 年） ⑥　ホームカミングデイ・シンポジウム（2005 年）
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⑦　ホームカミングデイ・講演（2008 年） ⑧　ホームカミングデイ・講演会（2011 年）

⑨　ホームカミングデイ・シンポジウム（2014 年） ⑩　第 57回大会・第 22 回「学縁の集い」（2018 年）

⑪　Zoomでの懇話会（2020 年）
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（３）「教育学科の会」の改革の試み
2022 年度から 2023 年度にかけて「教育学科の会」では業務改革、及び積極的な情報発信やセミナーの開催
などの試みを行った。その内容を以下に列挙する。
①　デジタル・会計の 2つの分科会を発足
②　会則改定ワーキンググループを発足、会則の見直し
③　ホームページのリニューアル
④　「葦」の誌面の刷新（年 1回発行とする）（資料 2）
⑤　 コロナ禍の学生支援活動への資金提供（懇話会・アメニティスペースの家具購入・4年生を送る会）（資
料 3）

⑥　学生に向けた積極的な情報発信（資料 4）
⑦　ZoomによるWebセミナーの開催（資料 5～ 9）
⑧　メールマガジンによる情報発信
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３．「日本女子大学教育学科の会」の歴代会長・副会長一覧　

年 年度 会長 副会長
昭和 57 年 1982 年度 岡本栄一 石川松太郎 山本和代
昭和 58 年 1983 年度 岡本栄一 石川松太郎 山本和代
昭和 59 年 1984 年度 村山貞雄 小林信郎 柳田ふさ
昭和 60 年 1985 年度 村山貞雄 小林信郎 柳田ふさ
昭和 61 年 1986 年度 村山貞雄 岡野恒也 柳田ふさ
昭和 62 年 1987 年度 村山貞雄 岡野恒也 柳田ふさ
昭和 63 年 1988 年度 岡野恒也 山本和代 柳田ふさ
平成元年 1989 年度 岡野恒也 山本和代 柳田ふさ
平成 2年 1990 年度 岡野恒也 山本和代 柳田ふさ
平成 3年 1991 年度 岡野恒也 山本和代 柳田ふさ
平成 4年 1992 年度 岡野恒也 國生雅子 芳野紀子
平成 5年 1993 年度 岡野恒也 國生雅子 芳野紀子
平成 6年 1994 年度 牧野暢男 國生雅子 渡辺昌江
平成 7年 1995 年度 牧野暢男 國生雅子 山本庸子
平成 8年 1996 年度 牧野暢男 山縣仁那子 山本庸子
平成 9年 1997 年度 牧野暢男 山縣仁那子 山本庸子
平成 10 年 1998 年度 牧野暢男 山本庸子 浦野敬子
平成 11 年 1999 年度 牧野暢男 山本庸子 浦野敬子
平成 12 年 2000 年度 牧野暢男 山本庸子 浦野敬子
平成 13 年 2001 年度 牧野暢男 丹野志津子 浦野敬子
平成 14 年 2002 年度 牧野暢男 丹野志津子 浦野敬子
平成 15 年 2003 年度 牧野暢男 丹野志津子 浦野敬子
平成 16 年 2004 年度 牧野暢男 丹野志津子 浦野敬子
平成 17 年 2005 年度 牧野暢男 丹野志津子 浦野敬子
平成 18 年 2006 年度 牧野暢男 丹野志津子 浦野敬子
平成 19 年 2007 年度 佐藤全 丹野志津子 浦野敬子
平成 20 年 2008 年度 佐藤全 浦野敬子 大森桃子
平成 21 年 2009 年度 清永賢二 浦野敬子 大森桃子
平成 22 年 2010 年度 森田伸子 浦野敬子 大森桃子
平成 23 年 2011 年度 森田伸子 浦野敬子 大森桃子
平成 24 年 2012 年度 澤本和子 浦野敬子 大森桃子
平成 25 年 2013 年度 澤本和子 浦野敬子 大森桃子
平成 26 年 2014 年度 岩木秀夫 浦野敬子 大森桃子
平成 27 年 2015 年度 岩木秀夫 浦野敬子 大森桃子
平成 28 年 2016 年度 吉崎静夫 浦野敬子 大森桃子
平成 29 年 2017 年度 吉崎静夫 浦野敬子 大森桃子
平成 30 年 2018 年度 田中雅文 浦野敬子 大森桃子
令和元年 2019 年度 田中雅文 浦野敬子 大森桃子
令和２年 2020 年度 井上信子 浦野敬子 大森桃子
令和３年 2021 年度 井上信子 浦野敬子 大森桃子

令和４年 2022 年度 井上信子 
今井康雄 浦野敬子 大森桃子

令和５年 2023 年度 田部俊充 櫻井慶子

（注） 会報誌より作成したため、1982 年以降の情報を掲載した。なお、会報誌に表記のない一部の期間については、
過去の会員名簿などより補った。
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令
和

年
月

日
（
土
）

提提
案案

書書
日
本
女
子
大
学
教
育
学
科
の
会

卒
業
生
理
事
一
同

【
提
案
内
容
】

以
下
に
記
載
す
る
現
状
と
将
来
の
見
通
し
を
考
え
る
と
、
本
会
を
現
体
制
の
ま
ま
存
続
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
た
め
、

年
月

日
を
も
っ
て
解
散
す
る
こ
と
を
提
案
い
た
し
ま
す
。

【
提
案
理
由
】

・・
理理
事事
会会
運運
営営
とと
後後
継継
問問
題題

①
 
本
会
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実
務
全
般
を
担
当
す
る
卒
業
生
理
事
と
、
学
生
委
員
会
の
代
表
者
（

年
生
）
と

学
科
の
担
当
教
員
で
構
成
さ
れ
た
理
事
会
で
運
営
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
今
年
度
の
学
生
委
員
が
決
ま
ら
ず

学
生
参
加
の
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
。

②
 
卒
業
生
理
事
の
選
出
母
体
で
あ
る
回
生
委
員
会
は
有
名
無
実
化
し
、理

事
会
の
承
継
組
織
と
し
て
の
機
能
を

消
失
し
て
か
ら
久
し
い
。
そ
の
結
果
、
会
則
に
規
定
さ
れ
た
理
事
数
の
定
員
割
れ
が
長
年
続
き
、
理
事
の
多

く
は
後
継
者
が
現
れ
な
い
ま
ま

年
年
も
の
長
期
在
任
に
耐
え
て
い
る
。今

年
度
は
助
け
に
入
っ
て
く

れ
た
新
理
事
達
に
よ
っ
て
多
少
の
世
代
交
代
は
で
き
た
も
の
の
、現

在
の
理
事
会
の
後
継
体
制
が
限
界
な
の

は
既
に
明
白
。

・・
名名
簿簿
問問
題題

①
 
学
科
は
、

年
か
ら
個
人
情
報
の
厳
格
化
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
に
配
慮
し
た
措
置
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
新
卒
生
の
本
会
員
へ
の
移
行
を
任
意
と
し
、会

員
登
録
と
会
費
納
付
を
個
人

個
人
で
行
う
形
に
変
更
。
そ
れ
に
よ
っ
て

年
卒
の

回
生
以
降
の
卒
業
生
全
員
の
名
簿
を
本
会
が

取
得
す
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
に
な
り
、同

窓
縦
の
会
と
し
て
既
に
運
営
上
の
ダ
メ
ー
ジ
が
生
じ
て
い
る
。

②
 
名
簿
管
理
を
行
っ
て
い
る
ク
ラ
ウ
ド
型
シ
ス
テ
ム
の
事
務
作
業
が
経
費
節
減
の
た
め
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
手

入
力
作
業
が
増
え
、
担
当
理
事
の
負
担
が
非
常
に
重
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

・・
会会
費費
問問
題題

①
 
新
卒
生
に
加
え
て
新
入
生
の
本
会
入
会
と
学
生
会
費
納
入
も
今
年
度
か
ら
任
意
と
な
り
、会

費
を
半
額
に
し

た
。
だ
が
会
費
納
入
会
員
と
未
納
会
員
の
差
別
化
や
、
納
入
会
費
の
違
い
を
他
学
年
に
ど
う
納
得
し
て
も
ら

う
か
等
の
多
く
の
課
題
が
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。

②
 
卒
業
生
会
員
の
う
ち
会
費
納
入
者
は
約

人
だ
が
、
そ
の
多
く
は

歳
～

歳
ま
で
の
会
員
。
卒
業
翌

年
～
卒
後

年
迄
の
会
費
納
入
会
員
は
各
回
生
で

～
数
人
。任

意
と
な
っ
た
今
年
度
の
新
卒
生
は

人
。

新
入
生
も
同
程
度
で
あ
れ
ば
も
は
や
正
常
な
予
算
が
組
め
ず
、
将
来
の
見
通
し
も
立
た
な
い
。

【
総
括
】
以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
本
会
は
資
金
面
、
運
営
面
に
お
い
て
も
限
界
に
近
付
き
つ
つ
あ
る
と
思
料

し
ま
す
。
こ
の

年
、
会
則
改
定
や
会
計
の
見
直
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
促
進
、

セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
な
ど
を
懸

命
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、会

員
の
関
心
を
喚
起
す
る
に
は
至
ら
ず
、今

後
の
事
態
好
転
の
材
料
も
見
当
た
り

ま
せ
ん
。
解
散
に
至
る
に
も
、

年
分
先
払
い
の
学
生
会
費
の
返
却
資
金
や
膨
大
な
事
務
作
業
が
必
要
で
す
の
で
、

更
な
る
状
況
悪
化
の
前
の
解
散
決
定
が
、本

会
に
と
っ
て
最
善
の
選
択
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。何

卒
諸

事
ご
賢
察
の
上
、
臨
時
総
会
に
お
い
て
本
提
案
を
前
向
き
に
ご
審
議
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 以

上

令令
和和

年年
日日
本本
女女
子子
大大
学学
教教
育育
学学
科科
のの
会会
臨臨
時時
総総
会会

日
時

令
和

年
月

日
（土
）

午
後

時
分
～

（開
場

時
０
０
分
）

場
所

日
本
女
子
大
学

年
館

教
室

開
催
形
式

対
面
と

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト

※
 オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
申
し
込
み
の
方
へ
は
、
前
日
ま
で
に

を
送
付

式
次
第 １
．
開
会

２
．
会
長
挨
拶

３
．
総
会
成
立
報
告

４
．
議
事

「
教
育
学
科
の
会
解
散
審
議
」

５
．
採
決

６
．
懇
談

７
．
連
絡
事
項

８
．
閉
会

以
上

資
料
1　
学
科
の
会
解
散
の
提
案
書
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資
料
2　
刷
新
さ
れ
た
『
葦
』
の
表
紙

葦 人間は「自然の
う
ち
で
最

も
弱
い
一
本
の
葦
に
す
ぎ
な

い
。
し
か
し
そ
れ
は
考
え
る

葦
で
あ
る
」
と
し
て
、
人
間

の
、
自
然
の
中
に
お
け
る
存

在
と
し
て
の
か
弱
さ
と
、
思

考
す
る
存
在
と
し
て
の
偉
大

さ
を
言
い
表
し
た
も
の
。

V
o1

.8
1

次 の 10 年 の 存 続 を 願 っ て

教 育 学 科 の 会 は 変 わ り ま す 。

A
sh

i

日
本
女
子
大
学
 図
書
館
（
東
京
都
文
京
区
）

日
本
女
子
大
学
 図
書
館
（
東
京
都
文
京
区
）

資
料
3　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
講
演
会
の
開
催
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日
本
女
子
大
学
教
育
学
科
の
会

学
縁
の
つ
ど
い

2
0
2
3
年
5
月
2
7
日
（
土
）

神
奈
川
県
立

住
吉
高
等
学
校
教
諭

神
奈
川
県

公
立
小
学
校
教
諭

日
本
女
子
大
学
学
術
研
究
員

㈱
ス
テ
ッ
プ
総
合
研
究
所
所
長

卒
業
生

卒
業
生

修
了
生

竹
下
真
由
さ
ん

内
堀
柚
希
乃
さ
ん

清
永
奈
穂
さ
ん

卒
業
後
に
他
大
学
に
学
士
入

学
(3
年
次
編
入
)を
し
、中
高

国
語
科
の
教
員
免
許
を
取
得
。

私
立
高
校
で
勤
務
し
た
後
、結

婚
を
機
に
神
奈
川
県
の
教
員

採
用
試
験
を
受
験
、採
用
。昨

年
度
2
月
よ
り
産
休
を
取
得
し
、

現
在
育
児
2
ヶ
月
目
。

2
0
1
7
年
度
卒
業
生
で
、教
職

5
年
目
と
な
り
ま
す
。4
年
次
に

学
校
推
薦
枠
で
採
用
試
験
を

受
け
る
も
、不
合
格
。そ
の
た
め
、

臨
時
的
任
用
職
員
の
経
験
も
あ

り
ま
す
。学
生
時
代
、学
校
推
薦

枠
、臨
任
、現
在
の
教
職
な
ど
、

多
方
面
の
内
容
を
お
話
し
、少

し
で
も
学
生
の
み
な
さ
ん
の
参

考
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

防
犯
・防
災
・い
じ
め
・生
命
の

安
全
教
育
や
、安
全
な
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
研
究
・実
践
を
行
っ

て
い
る
。現
在
こ
ど
も
家
庭
庁
こ

ど
も
家
庭
審
議
会
基
本
政
策

部
会
委
員
、千
葉
県
教
育
庁
地

域
や
関
係
機
関
と
連
携
し
た
防

犯
教
育
公
開
事
業
推
進
委
員

等
務
め
て
い
る
。

大
学
生
活
の
過
ご
し
方
、就
業
ま
で
の
道
の

り
、職
業
生
活
の
様
子
、仕
事
と
家
庭
な
ど
、

先
輩
た
ち
か
ら
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

★
参
加
の
登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

★
登
録
後
、接
続
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

h
tt
p
s:
//
fo
rm
s.
of
fi
ce
.c
om
/r
/e
0
2
4
C
s1
h
L
W

参
加
登
録
フ
ォ
ー
ム

１
３
：１
０
～
１
５
：０
０

Ｚ
ｏｏ
ｍ
で
開
催

卒
業
生
と
一
緒
に
、自

分
自
身
の
こ
れ
か
ら
の

生
き
方
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

第
1
部
で
は
、卒
業
生

に
こ
れ
ま
で
の
歩
み
に

つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。第
2
部
で
は
、

み
な
さ
ん
の
質
問
に
お

答
え
い
た
だ
き
、こ
れ
か

ら
の
生
き
方
を
一
緒
に

考
え
る
時
間
に
し
ま
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

【
第
１
部
】

卒
業
生
の
お
話
①

卒
業
生
の
お
話
②

修
了
生
の
お
話
③

【
第
２
部
】

質
疑
応
答
①

質
疑
応
答
②

7
0

2

7
0

2
0

2
3

e
tc

.
Z

o
o
m

O
G

Z
o
o
m

1
9

6
4

2
0

2
2

H
P

資
料
4　
20
23
年
度
の
活
動
案
内

資
料
5　
学
縁
の
集
い
（
20
23
年
）
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20
23
年
度

 教
育
学
科
の
会
主
催
第
２
回
セ
ミナ
ー

 

A
I
が
も
た
ら
す
教
育
へ
の
影
響

 

講
師
：
榎
本
聡
准
教
授
（
日
本
女
子
大
学
人
間
社
会
学
部
教
育
学
科
）
 

 IC
T
を
活
用
し
た
「主
体
的
・対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
や
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
・
 

教
材
の
活
用
な
ど
、
主
に
学
校
教
育
に
お
け
る

IC
T
の
活
用
に
つ
い
て
研
究
を
進
め

 

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
研
究
分
野

 
教
育
工
学
。
博
士
（工
学
）。

 

 開
催
日
時
：
2

0
2

3
年

9
月

2
8
日
（
木
）
 

 
1
9
：
0

0
～

2
0
：
１
５

 
 場
所
：オ
ン
ラ
イ
ン

 
（z

o
o

m
） 

 お
申
し
込
み
方
法

 
： 
参
加
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

 h
tt

p
s
:/

/f
o

rm
s
.o

ff
ic

e
.c

o
m

/
P

a
g

e
s
/
R

e
s
p

o
n

s
e

P
a
g

e
.a

s
p

x
?

id
=

A
P

2
d

K
z
Y

B
y
E

W

w
Z

M
p

e
Q

w
n

a
V

y
_O

T
H

Q
8

s
v
lP

q
Iq

p
5

H
ls

g
Y

h
U

O
D

Y
x
U

1
R

a
W

V
p

O
S

E
M

z
M

z
k
y
N

D

N
N

R
U

p
Y

O
D

lP
T

y
4

u
 

  参
加
費
：無
料

 

 問
い
合
わ
せ
先
：
 

教
育
学
科
：
 
日
本
女
子
大
学
人
間
社
会
学
部
教
育
学
科

 
桑
嶋

 晋
平
准
教
授

 

教
育
学
科
の
会
文
化
部
：
 
清
永
奈
穂

 
jw

u
g

a
k
u

e
n

2
0

2
3

@
g

m
a
il
.c

o
m

 

  

教
育
学
科
の
会
第

2
回
セ
ミナ
ー
は
、生

成
AI
が
教
育
現
場
に
も
た
らす

影
響
に
つ
い
て
、最

先
端
の
研

究
を
され

て
い
る
本
学
准
教
授
榎
本
聡
先
生
に
ご
講
演
い
た
だ
きま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
くだ
さい
。 

資
料
7　
第
2
回
W
eb
セ
ミ
ナ
ー

資
料
6　
第
1
回
W
eb
セ
ミ
ナ
ー
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参
加

無
料

2.
8

講
師
：
清
⽔
睦
美
教
授

⽇
本
⼥
⼦
⼤
学
⼈
間
社
会
学
部
教
育
学
科

現
在
か
ら
未
来
へ

ー
⽇
本
の
教
育
を
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
の
観
点
で
問
い
直
す
ー

�
�
�
科
の
�
�

4回
セ
ミ
ナ
ー
は
、

�
国
を
ル
ー
ツ
と
す
る
�
ど
も
�
や
、
東
⽇
�
⼤
�
災
で
�
災
し

た
�
ど
も
�
が
�
ぶ
�
�
現
場
等
の
研
�
を
さ
れ
て
い
る
�
�
�

�
先
⽣
に
、
こ
れ
か
ら
の
⽇
�
の
�
�
に
必
�
な
�
点
や
�
�
�

科
で
�
ぶ
（
ま
た
�
ん
だ
）
も
の
と
し
て
�
わ
れ
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
ご
�
�
い
た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
�
�
く
だ
さ
い
。

2
0
2
3
年
度
 
教
育
学
科
の
会
主
催
 
第
4
回
セ
ミ
ナ
ー

場
�
 
オ
ン
ラ
イ
ン
 
（

zo
om
）

参
加
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
�
わ
せ
先
】

�
�
�
科
�

⽇
�
女
�
⼤
�
�
間
�
�
�
�
�
�
�
科
 

桑
�

 晋
平
�
�
授

�
�
�
科
の
�
�
�
�
�

�
永
奈
�
 

jw
ug

ak
ue

n2
02

3@
gm

ai
l.c

om

19
:0

0-
20

:15

20
24

Th
u 資
料
9　
第
4
回
W
eb
セ
ミ
ナ
ー

資
料
8　
第
3
回
W
eb
セ
ミ
ナ
ー



− 107 −

人間研究　第 60 号　2024

【謝辞】

この記録は、『人間研究』60 号編集委員会の責任で作成したものですが、作成の過程で、教育学科の会の皆
様に多大なるご協力をいただきました。
これまでの学科の会の活動、及び、本記録の作成にご協力いただきました、櫻井慶子・杉山京子・吉賀眞里
子・松尾里羽子・天野正子・石井美奈子・中川純子・清永奈穂・荻野美保子の各氏に厚く御礼を申し上げま
す。



− 108 −

「日本女子大学教育学科の会」記録


